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歴
史
探
訪

「
御
用
象
」
に
翻
弄
さ
れ
た
大
名

参
勤
交
代
制
度
の
変
容
と
享
保
の
象

　
は
じ
め
に
　
享
保
の
時
代
と
象

　

享
保
改
革
を
推
進
し
た
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
は
、
漢

訳
洋
書
の
輸
入
を
認
め
、
青
木
昆
陽
や
野
呂
元
丈
に
オ

ラ
ン
ダ
語
を
学
ば
せ
る
等
、
海
外
知
識
の
積
極
的
導
入

に
熱
心
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
後
の
蘭
学
の
基
礎
と
な
っ

た
。ま
た
、吉
宗
は
武
芸
を
奨
励
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、

鷹
狩
を
復
活
さ
せ
た
り
、
馬
の
品
種
改
良
の
た
め
西
洋

馬
を
輸
入
し
た
り
し
た
。
海
外
で
軍
用
に
利
用
さ
れ
て

い
る
象
に
も
関
心
を
持
っ
た
の
か
、
象
を
所
望
し
、
そ

の
求
め
に
応
じ
た
清
国
商
人
の
鄭て
い
た
い
い

大
威
が
享
保
十
三
年

（
一
七
二
八
）、
長
崎
に
雄
雌
二
頭
の
象
を
持
ち
込
ん
だ
。

　

江
戸
時
代
に
異
国

の
動
物
が
長
崎
に
持

ち
込
ま
れ
る
こ
と
は
、

珍
し
く
は
な
い
。
実

に
様
々
な
動
物
が
持

ち
込
ま
れ
て
い
る
。

動
物
が
来
る
と
、
長

崎
か
ら
江
戸
に
報
告

が
あ
り
、
幕
府
が
江

戸
に
送
る
か
ど
う
か

を
決
定
す
る
。
不
要

と
な
る
こ
と
も
多
い
。

ま
た
、
江
戸
に
連
れ

て
く
る
よ
う
に
指
示

し
て
も
、
日
本
の
環
境
に
適
さ
な
か
っ
た
の
か
長
崎
で

死
亡
す
る
事
例
も
あ
る
。
実
際
に
輸
入
さ
れ
た
象
の
雌

象
は
長
崎
で
死
亡
し
て
い
る
。
鄭
大
威
が
持
ち
込
ん
だ

象
は
、
江
戸
ま
で
連
れ
て
く
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。

こ
の
時
、
商
人
が
連
れ
て
き
た
象
は
幕
府
の
「
御
用
象
」

と
な
っ
た
（
図
１
）。
宿
駅
に
と
っ
て
、
そ
の
継
立
は
第

一
優
先
で
あ
っ
た
。
な
お
、
時
折
、
色
彩
豊
な
象
の
錦

絵
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
に
渡
来
し
た
象
で
あ
り
、
目
的
は
興
行
で

あ
る
。
享
保
の
象
と
は
全
く
異
な
る
。

　

象
は
陸
路
で
長
崎
か
ら
江
戸
ま
で
運
ば
れ
る
こ
と
に

な
り
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
三
月
十
三
日
長
崎

を
出
発
し
、
約
二
か
月
半
後
の
五
月
二
十
七
日
に
江
戸

に
到
着
し
た
。

　

所
謂
「
享
保
の
象
」
で
知
ら
れ
る
象
の
旅
行
は
、
平

成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
石
坂
昌
三
が
『
象
の
旅　

長

崎
か
ら
江
戸
へ
』
を
上
梓
し
て
以
来
、
一
般
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
よ
り
前
に
、
当
時
の
尾
西
市

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に

特
別
展
「
象
が
来
た
」
を
開
催
し
て
い
る
。
享
保
の
象

に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
を
行
っ
た
の
は
和
田
実
氏
で

あ
る
。
宿
駅
や
藩
政
史
料
、
公
家
の
日
記
等
を
用
い
て
、

象
の
旅
行
道
中
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
今
後
、
象
の
研

究
を
深
め
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
基
に
し

て
、
当
時
代
の
史
料
を
読
み
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

享
保
の
象
の
旅
は
長
崎
・
江
戸
を
二
ヶ
月
半
で
移
動

し
て
お
り
、
病
気
で
箱
根
に
逗と
う
り
ゅ
う留
し
た
以
外
、
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
小
さ
な
ト

ラ
ブ
ル
は
随
所
で
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
美
濃

路
起
宿
で
越
前
勝
山
藩
主
小
笠
原
家
と
差
合
う
と
い
う

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
。
大
名
と
象
が
差
合
う
と

い
う
事
例
は
長
い
象
の
旅
の
中
で
も
こ
の
例
の
み
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　

小
稿
で
は
、
こ
の
事
件
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
、
さ

ら
に
象
に
よ
っ
て
、
江
戸
出
立
が
遅
れ
た
鯖
江
藩
主
間

部
家
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
字
数
の
都
合
上
、

市
史
等
で
全
文
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
史
料
に
つ
い
て
は

必
要
最
小
限
に
止
め
る
。

　
一 

、
勝
山
藩
小
笠
原
家
の
起
宿
で
の
差
合

　

享
保
十
四
年
三
月
十
三
日
に
長
崎
を
出
発
し
た
象
は
、

五
月
二
日
、
中
山
道
垂
井
宿
に
到
着
し
た
。
翌
日
美
濃

路
に
入
り
次
の
宿
泊
先
で
あ
る
起
宿
に
向
っ
た
。
象
は

垂
井
か
ら
四
里
半
の
位
置
に
あ
る
墨
俣
宿
で
昼
休
の
後
、

二
里
先
の
起
宿
に
宿
泊
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
垂
井
宿

か
ら
起
宿
ま
で
約
六
里
半
あ
り
、
道
中
に
は
木
曽
三
川

で
知
ら
れ
る
大
河
が
あ
る
。
墨
俣
と
起
の
間
に
は
墨
俣

川
（
長
良
川
）、
起
川
（
木
曽
川
）
が
あ
り
、
墨
俣
川
で

象
が
船
に
乗
ら
な
か
っ
た
り
、
川
を
渡
っ
た
先
で
暴
れ

出
す
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い
た
。
起
川
は
七
百
間（
約

一
二
六
〇
ｍ
）
余
と
い
う
川
幅
で
あ
り
、
象
船
を
用
意

図 1「覚書之事」（加藤家文書）
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し
て
起
宿
へ
の
受
け
入
れ
準
備
を
整
え
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
五
月
三
日
、
小
笠
原
家
の
先
触
が
到
着
し
た
。

　

小
笠
原
家
は
越
前
勝
山
二
万
石
余
の
大
名
で
こ
の
時

の
藩
主
は
小
笠
原
信
成
で
あ
っ
た
。
象
が
宿
泊
す
る
た

め
起
宿
の
本
陣
は
小
笠
原
家
の
使
用
を
御
断
す
る
。
ま

た
、
馬
を
怖
が
る
と
い
う
理
由
か
ら
逗
留
を
依
頼
し
た
。

し
か
し
、
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
行
列
の
先
頭
で
あ
る
御

先
道
具
が
来
て
し
ま
っ
た
。
宿
に
詰
め
て
い
た
尾
張
藩

の
役
人
松
田
六
兵
衛
（
濃
州
郡
奉
行
支
配
）
が
小
笠
原

家
に
裏
道
を
通
る
よ
う
に
頼
み
、
馬
は
裏
道
を
進
む
こ

と
に
な
っ
た
。
小
笠
原
信
成
本
人
は
裏
道
を
進
ん
だ
の

か
、
本
道
を
進
ん
だ
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
後
、

裏
道
を
通
っ
た
馬
が
象
船
の
着
く
付
近
に
出
て
き
て
し

ま
っ
た
た
め
、
慌
て
て
馬
を
退
避
さ
せ
て
い
る
（「
覚
書

之
事
」『
尾
西
市
史
資
料
編
１
』）。
な
お
、
船
庄
屋
の
林

家
の
史
料
に
は
、
小
笠
原
家
の
一
行
は
そ
の
日
の
夕
方

に
木
曽
川
を
渡
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

小
笠
原
能
登
守
様
御
登
り
、
五
月
三
日
御
通
り
被
遊
候
処
ニ
此

度
御
用
之
象
御
下
り
ニ
付
、
宿
々
ゟ
御
断
申
上
候
共
御
聞
届
ヶ

な
く
、
御
通
り
船
場
ニ
而
殊
の
外
指
支
へ
申
候
、
晩
方
馬
船
三

艘
出
ス
、
金
壱
分
ト
三
百
文
被
下
候

（「
享
保
十
四
年
大
福
帳
」
林
家
文
書
）

　

そ
の
日
の
宿
舎
は
不
明
で
あ
る
が
、
四
日
後
の
五
月

七
日
に
は
勝
山
に
到
着
し
て
い
る
。「
晩
方
」
に
渡
河
し

て
い
る
こ
と
や
、
距
離
的
な
こ
と
か
ら
し
て
も
起
宿
の

次
の
宿
で
あ
る
墨
俣
宿
で
の
宿
泊
が
想
定
さ
れ
る
。
勝

山
藩
は
五
月
三
日
に
起
宿
に
宿
泊
の
通
達
を
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
象
の
通
行
情
報
を
直
前
ま
で
得
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。

　
二
、 

参
勤
交
代
制
度
の
変
容
と
勝
山
藩

　

象
が
江
戸
に
下
っ
た
の
は
三
月
か
ら
五
月
で
あ
り
、

通
常
な
ら
ば
、
諸
藩
の
参
勤
交
代
の
時
期
で
あ
り
、
江

戸
と
国
許
を
旅
行
す
る
大
名
た
ち
で
街
道
は
混
雑
す
る
。

小
笠
原
家
が
起
宿
に
来
た
五
月
は
、
四
月
交
代
で
国
許

に
向
か
う
外
様
藩
の
通
行
が
多
い
時
期
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
時
期
、
吉
宗
に
よ
る
享
保
改
革
の
政
策
で

あ
る
上
米
制
に
よ
り
、
諸
藩
の
参
勤
交
代
時
期
が
変
化

し
て
い
た
。
上
米
制
は
、
各
藩
の
知
行
高
一
万
石
に
付

百
石
を
上
米
さ
せ
、
参
勤
交
代
制
度
を
緩
和
し
、
在
府

を
半
年
、
在
国
を
一
年
半
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
目
的

は
江
戸
人
口
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
名
た

ち
は
時
期
ご
と
に
四
組
に
分
け
ら
れ
た
。
尾
張
・
紀
州

藩
を
除
い
て
、
在
府
大
名
も
含
め
た
ほ
ぼ
全
て
の
藩
が

四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
三
月
・
九
月
が
参
勤
・

御
暇
時
期
と
な
っ
た
。
時
期
の
変
容
は
享
保
九
年
か
ら

十
五
年
ま
で
続
け
ら
れ
、
そ
の
期
間
、
各
大
名
た
ち
の

参
勤
交
代
時
期
は
変
化
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
御
用
象

の
江
戸
下
向
は
参
勤
交
代
の
変
則
期
に
実
施
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
参
勤
交
代
時
期
の
変
則
期
で
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、象
の
旅
行
は
円
滑
に
進
ん
だ
と
も
い
え
よ
う
。ま
た
、

道
中
で
藩
主
の
象
見
物
が
確
認
で
き
る
の
も
、
在
国
中

の
大
名
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

譜
代
大
名
で
あ
る
小
笠
原
家
は
本
来
な
ら
ば
六
月
交

代
で
あ
る
が
、
勝
山
藩
は
辰
九
月
参
勤
・
巳
三
月
御
暇

の
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
た
。
象
が
長
崎
を
出
立
し
た

享
保
十
四
年
三
月
十
三
日
の
二
日
後
の
三
月
十
五
日
に
、

江
戸
城
内
で
小
笠
原
家
等
、
四
十
家
の
大
名
に
御
暇
が

出
さ
れ
た
。（「
有
徳
院
殿
御
実
紀
」『
徳
川
実
紀
』
８
巻
）

　

象
は
既
に
長
崎
を
出
発
し
て
い
る
。
そ
の
速
度
は
遅

い
た
め
、
三
月
下
旬
に
江
戸
を
出
発
す
れ
ば
、
多
く
の

藩
は
四
月
中
に
は
国
許
に
到
着
で
き
る
。
象
の
行
列
と

差
合
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
同
じ
時
期
に
御

暇
と
な
っ
た
美
濃
大
垣
藩
（
戸
田
家
）、近
江
大
溝
藩
（
分

部
家
）、
越
前
大
野
藩
（
土
井
家
）
等
は
四
月
上
旬
に
は

起
宿
を
通
過
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
大
名
は
三
月

下
旬
に
は
江
戸
を
出
発
し
て
い
る
。
信
成
も
三
月
下
旬

に
江
戸
を
出
れ
ば
、
象
と
遭
遇
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

信
成
が
江
戸
を
出
発
し
た
の
は
勝
山
藩
主
の
系
図
に
よ

る
と
、「
三
月
十
五
日
拝
帰
暇
之
命
、
四
月
廿
五
日
発

東
武
経
東
海
道
、
五
月
七
日
帰
城
勝
山
」
と
あ
り
、
御

暇
が
指
示
さ
れ
た
一
ヶ
月
以
上
後
の
四
月
二
十
五
日
で

あ
っ
た
。

　

四
月
二
十
五
日
は
象
が
京
都
に
入
る
直
前
で
あ
り
、

東
海
道
美
濃
路
廻
り
を
利
用
す
れ
ば
象
と
の
遭
遇
は
、

ほ
ぼ
確
実
で
あ
っ
た
。小
笠
原
家
が
象
と
差
合
い
と
な
っ

た
理
由
は
江
戸
出
府
が
遅
れ
た
た
め
で
あ
る
。
な
ぜ
、

出
発
が
遅
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
理
由
と
し
て
、
最
も

考
え
ら
れ
る
の
が
、
信
成
自
身
の
健
康
的
な
問
題
で
あ

る
。
病
気
を
理
由
に
出
立
を
延
期
す
る
こ
と
は
珍
し
い

こ
と
で
は
な
い
が
、
信
成
は
象
の
通
行
が
あ
っ
た
翌
年

に
二
十
六
歳
の
若
さ
で
病
死
し
て
い
る
。（
表
１
、４
頁
）

は
小
笠
原
家
の
系
図
か
ら
作
成
し
た
信
成
の
事
績
で
あ

る
。
享
保
五
年
に
十
六
歳
で
藩
主
に
就
任
し
た
後
、
享

保
八
年
に
初
国
入
を
し
て
い
る
。
翌
年
、
大
坂
城
を
守

備
す
る
大
坂
加
番
に
任
命
さ
れ
る
が
、
享
保
十
年
に
は

病
に
な
り
、
伊
勢
崎
藩
主
の
酒
井
信
濃
守
（
忠
告
）
と

交
代
し
て
江
戸
に
戻
っ
て
い
る
。
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同
（
享
保
）
十
年
乙
巳
八
月
五
日
以
病
乗
輿
而
交
代
干
酒
井
信

濃
守
、
経
東
海
道
十
七
日
到
東
武
、
以
為
病
中
不
展
帰
府
之
謝
、

十
一
月
廿
三
日
登
台
拝
謝
病
後
之
礼　

今
年
因
願
滞
府

（「
勝
山
藩
主
系
図
）

　

八
月
五
日
に
大
坂
加
番
を
交
代
し
た
後
、
十
七
日
に

江
戸
に
戻
る
が
、
帰
府
の
登
城
も
で
き
ず
、
登
城
し
た

の
は
約
三
ヶ
月
後
の
十
一
月
二
十
三
日
で
あ
っ
た
。
か

な
り
病
が
重
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
信
成
は
滞
府
願
を

出
し
、
享
保
十
二
年
五
月
ま
で
江
戸
に
在
府
し
て
い
る
。

十
二
年
二
月
に
二
度
目
の
大
坂
加
番
を
拝
命
し
勝
山
に

入
っ
た
後
、
大
坂
に
向
っ
た
。
象
が
長
崎
を
出
発
す
る

約
半
年
前
の
享
保
十
三
年
八
月
に
大
坂
加
番
の
役
を
終

え
て
江
戸
に
戻
っ
て
い
る
。
象
と
遭
遇
し
た
後
、
勝
山

に
在
国
中
の
享
保
十
五
年
に
も
三
度
目
の
大
坂
加
番
を

命
じ
ら
れ
、
拝
命
の
た
め
、
勝
山
を
出
て
一
旦
江
戸
に

入
る
が
、
病
の
た
め
大
坂
に
赴
任
す
る
こ
と
な
く
七
月

に
江
戸
で
病
死
す
る
。
こ
の
よ
う
な
生
涯
か
ら
も
信
成

は
病
弱
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
病
弱
な
信

成
は
在
任
十
年
の
間
に
三
度
も
大
坂
加
番
を
務
め
て
い

る
。
大
坂
加
番
は
四
万
石
以
下
の
大
名
が
務
め
、
幕
府

か
ら
合
力
米
が
支
給
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
大
坂
加
番

を
願
い
出
て
務
め
る
藩
も
多
か
っ
た
。
二
万
石
余
の
小

藩
で
あ
る
勝
山
藩
は
慢
性
的
な
財
政
難
で
あ
っ
た
た
め
、

幕
府
か
ら
の
手
当
て
は
一
時
金
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
。

病
弱
な
信
成
は
、
勝
山
・
江
戸
・
大
坂
を
旅
行
し
続
け

た
生
涯
と
で
も
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
三
、
鯖
江
藩
間
部
家
と
象

　

勝
山
藩
と
同
じ
く
、
象
の
通
行
に
翻
弄
さ
れ
た
の
が

同
じ
越
前
国
の
鯖
江
藩
間
部
家
で
あ
る
。
勝
山
藩
よ
り

も
江
戸
に
長
期
間
留
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
事
例
は
鯖
江

藩
研
究
者
の
吉
田
叡
氏
や
竹
内
信
夫
氏
に
よ
っ
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
表
と
国
許
間
で
の
書
状
の
や
り

と
り
か
ら
、
詳
し
く
考
察
し
た
い
。

　

間
部
家
は
、当
初
は
甲
府
徳
川
家
に
仕
え
る
家
で
あ
っ

た
。
五
代
将
軍
綱
吉
の
死
後
に
甲
府
徳
川
家
の
綱
豊（
家

宣
）
が
六
代
将
軍
に
就
任
し
た
こ
と
で
、
綱
豊
の
小
姓

出
身
の
間
部
詮
房
が
側
近
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
大
名
に

取
り
立
て
ら
れ
、
高
崎
藩
主
に
封
じ
ら
れ
た
。
幼
少
の

七
代
将
軍
家
継
の
側
用
人
と
し
て
、
そ
の
権
勢
は
老
中

を
凌
い
だ
。
し
か
し
、
吉
宗
が
八
代
将
軍
に
襲
職
し
た

後
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
に
失
脚
し
越
後
村
上
に

転
封
と
な
り
、
詮
房
の
死
後
、
嫡
子
の
詮
言
が
後
を
継

ぐ
も
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
鯖
江
に
転
封
と
な
っ

た
。
鯖
江
の
地
に
は
城
郭
も
な
い
た
め
、
町
や
陣
屋
の

建
築
等
、
全
て
最
初
か
ら
始
め
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
。
初
代
鯖
江
藩
主
と
な
っ
た
間
部
詮
言
は
鯖
江
に
入

る
こ
と
な
く
亡
く
な
り
、
二
代
藩
主
詮
方
は
享
保
十
四

年
に
初
国
入
と
な
っ
た
。

　

小
笠
原
家
と
同
じ
く
三
月
十
五
日
に
御
暇
と
な
る
が
、

陣
屋
の
建
築
が
遅
れ
て
お
り
、
江
戸
出
発
が
遅
れ
て
い

た
。
様
々
な
引
き
伸
ば
し
策
を
行
う
が
、
そ
れ
も
限
界

と
な
り
五
月
十
九
日
に
江
戸
出
発
を
決
定
す
る
。
五
月

六
日
に
は
国
許
に
そ
の
旨
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
後
、

鯖
江
藩
側
は
象
の
通
行
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
鯖
江
藩

に
は
江
戸
・
国
許
を
往
復
し
た
書
状
が
残
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
か
ら
象
を
め
ぐ
る
情
報
の
や
り
と
り
を
明
ら
か

に
す
る
。
次
に
紹
介
す
る
の
は
江
戸
か
ら
国
許
の
家
老

等
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。

　
　（

五
月
十
三
日
書
状
）

当
月
六
日
七
番
御
用
状
申
進
候
者
、
来
ル
十
九
日
御
発
駕
可
被

遊
旨
被
仰
出
候
由
申
遣
候
処
、此
度
長
崎
ゟ
象
御
用
ニ
而
下
り
、

道
中
之
様
子
承
合
候
処
、
先
月
廿
八
日
京
都
致
出
立
、
来
ル
廿

一
二
日
頃
江
戸
到
着
之
様
子
ニ
御
座
候
、
依
之
右
象
通
候
節
者

往
来
も
留
、
牛
馬
者
勿
論
犬
猫
迄
も
繋
、
諸
職
人
細
工
相
止
或

ハ
時
之
鐘
茂
撞
せ
不
申
候
由
、
人
集
り
迄
も
不
致
候
様
万
事
手

重
キ
沙
汰
、
道
中
本
陣
共
ゟ
茂
追
々
飛
脚
ニ
而
申
越
候
、
就
夫

何
方
ニ
而
御
行
合
可
被
遊
茂
難
斗
、
所
ニ
ゟ
脇
江
御
除
可
被
遊

場
所
無
之
所
茂
御
座
候
、
其
上
象
通
り
候
前
後
人
馬
曽
而
指
出

不
申
様
子
ニ
申
越
候
得
者
、
半
日
一
日
之
御
逗
留
茂
難
斗
御
座

候
、
左
候
得
者
夥
敷
御
失
墜
茂
掛
り
、
御
宿
割
茂
段
々
狂
ヒ
旁

年　　代 履　　歴
享保 5 年   4 月 25 日 勝山藩主になる
享保 6 年   5 月 1 日 襲封の謝に登城
享保 8 年   3 月 15 日 帰暇之命
  同年         5 月 15 日 江戸発　東海道で 27 日勝山着
享保 9 年   2 月 大坂加番の命①
  同年    閏 4 月 26 日 勝山発　東海道で 5 月 9 日江戸着
  同年        7 月 15 日 江戸発　東海道で 27 日に大坂着
享保 10 年 8 月 5 日 病、8 月 17 日江戸着   今年滞府願
享保 11 年 8 月 外桜田守衛
享保 12 年 2 月 28 日 大坂加番の命②
  同年    　 5 月 15 日 帰暇之命　5 月 25 日江戸発　6 月 7 日勝山着
  同年 　    7 月 24 日 勝山発　28 日大坂着
享保 13 年 8 月 5 日 大坂発　8 月 18 日江戸着
享保 14 年 3 月 15 日 帰暇の命
  同年　     4 月 25 日 江戸発　5 月 7 日勝山着
享保 15 年 2 月 大坂加番の命③
  同年     　5 月 10 日 勝山発　木曽路で 25 日江戸着

病で大坂加番拝免願
  同年 　    7 月 14 日 江戸で病死（26）

（表 1）小笠原信成の事績
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指
支
ニ
罷
成
候
、依
之
十
九
日
之
御
発
駕
御
延
引
被
成
候
、段
々

道
中
ゟ
注
進
有
之
候
処
、
象
十
九
日
・
廿
日
頃
迄
ニ
御
座
候
、

此
節
彼
是
承
合
申
候
間
御
日
限
相
極
次
第
、
早
速
委
細
可
申
遣

候　
　

「
江
戸
ゟ
到
来
御
用
状
」（
間
部
家
文
書
）

　

五
月
十
三
日
の
書
状
で
は
十
九
日
の
江
戸
出
発
を
見

送
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
「
夥
敷
御
失

墜
茂
掛
り
、
御
宿
割
茂
段
々
狂
ヒ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

逗
留
に
よ
る
費
用
の
浪
費
と
宿
割
が
狂
う
こ
と
か
ら
で

あ
る
。
十
三
日
に
は
象
は
三
島
宿
に
宿
泊
し
て
い
る
。

こ
の
書
状
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
間
部
家
は
江
戸
出
発

直
前
に
な
っ
て
、
象
が
京
都
を
出
発
し
た
こ
と
や
、
牛

馬
を
嫌
う
と
い
う
情
報
を
入
手
し
て
い
る
。「
本
陣
共
よ

り
茂
追
々
飛
脚
」
と
あ
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
、
藩
か

ら
の
先
触
を
受
け
た
本
陣
等
か
ら
の
返
書
で
象
の
情
報

を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
江
戸
で
は
様
々
な

情
報
を
収
集
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
五
月
十
六
日
の
書

状
で
は
、
象
は
五
月
二
十
日
頃
に
江
戸
に
到
着
す
る
予

定
で
あ
り
、
二
十
三
日
に
江
戸
を
出
発
す
る
こ
と
を
知

ら
せ
て
い
る
。

（
五
月
十
六
日
書
状
）

御
発
駕
日
限
之
儀
、
此
度
就
象
下
申
候
御
道
中
人
馬
差
支
可
申

様
子
ニ
付
、
十
九
日
御
発
駕
之
儀
御
延
引
被
遊
候
旨
、
当
月

十
三
日
八
番
之
御
用
状
申
遣
候
、
相
違
可
申
候
、
因
茲
段
々
承

合
申
候
処
、
象
廿
日
頃
迄
ニ
者
江
戸
着
之
積
ニ
候
、
依
之
来
ル

廿
三
日
御
発
駕
候
筈
ニ
御
定
日
被
仰
出
候
間
、
御
役
人
中
江
茂

此
段
可
被
申
渡
候
、
尤
御
道
中
十
二
日
振
御
到
着
被
遊
候
積
ニ

候

　

五
月
十
六
日
の
書
状
で
江
戸
出
発
を
二
十
三
日
と
決

定
し
、
幕
府
に
も
届
け
出
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ

の
書
状
が
出
さ
れ
た
時
点
で
は
、
象
は
箱
根
宿
ま
で
来

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
象
は
箱
根
で
病
と
な
り
予
定
の

期
日
（
五
月
廿
日
）
を
遅
れ
て
五
月
二
十
五
日
に
江
戸

に
到
着
し
た
。
鯖
江
藩
の
一
行
は
江
戸
を
い
つ
出
発
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
許
ま
で
の
行
路
に
あ
る
美
濃
路

起
宿
の
林
家
の
史
料
に
、
鯖
江
藩
主
が
六
月
二
日
に
起

川
を
渡
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
五
月
二
十
五
日

の
象
到
着
を
待
っ
て
か
ら
、
江
戸
を
出
発
し
た
の
で
は
、

六
月
二
日
に
起
宿
に
来
る
の
は
難
し
い
。
既
に
二
十
三

日
出
発
の
知
ら
せ
を
方
々
に
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
鯖
江
藩
は
二
十
三
日
に
江
戸
を
出
発
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
道
中
で
象
と
遭
遇
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。

　
お
わ
り
に
　
享
保
時
代
の
情
報
収
集

　

通
常
な
ら
ば
、
三
月
～
五
月
は
美
濃
路
を
は
じ
め
、

東
海
道
の
通
行
が
多
く
な
る
。
し
か
し
、
享
保
改
革
の

施
策
で
あ
る
上
米
制
に
伴
い
、
参
勤
交
代
の
時
期
が
変

則
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
象
の
旅
行
に
影
響
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
江
戸
出
立
が
遅
れ
た
勝
山

藩
と
鯖
江
藩
は
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

譜
代
藩
で
あ
る
小
笠
原
家
、
間
部
家
は
通
常
な
ら
六

月
交
代
で
あ
る
。
こ
の
一
件
は
吉
宗
政
権
下
の
特
殊
な

参
勤
交
代
状
況
下
で
発
生
し
た
問
題
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
に
し
て
も
、
大
名
た
ち
は
ど
の
程
度
、
象
の
情
報
を

把
握
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
各
街
道
宿
駅
で
は
西

か
ら
来
る
象
の
情
報
を
得
る
た
め
に
相
互
に
や
り
と
り

を
し
て
い
る
。
二
月
に
は
、
美
濃
路
の
宿
役
人
に
象
が

来
る
と
い
う
情
報
が
尾
張
藩
か
ら
伝
え
ら
れ
、
二
月
下

旬
に
は
情
報
収
集
に
清
洲
、
墨
俣
宿
の
帳
付
二
名
が
大

坂
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
宿
役
人
は
情
報
を
待
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
率
先
し
て
収
集
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
勝
山
藩
も
鯖
江
藩
も
象
の
情
報
を
直
前

ま
で
把
握
し
て
い
な
い
。
こ
の
事
例
は
享
保
と
い
う
時

期
に
諸
藩
が
道
中
の
情
報
を
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る

か
を
知
る
う
え
で
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

（
学
芸
員　

宮
川
充
史
）

　
◆
参
考
文
献

　

和
田
実
『
享
保
十
四
年
、
象
、
江
戸
へ
ゆ
く
』

（
岩
田
書
院
二
〇
一
六
）

　

松
尾
美
恵
子
「
大
坂
加
番
制
に
つ
い
て
」

（『
金
鯱
叢
書
』
第
二
輯　

一
九
七
五
）

　

吉
田
叡
「
鯖
江
藩
主
・
最
初
の
入
部
に
つ
い
て
」

（『
鯖
江
郷
土
史
懇
談
会
会
誌
』
五
号　

一
九
九
七
）

　

宮
川
充
史
「�

御
用
象
通
行
時
の
事
件
と
対
応
ー
美
濃
路
の
事
例
か

ら
ー
」（『
交
通
史
研
究
』
八
十
九
号 

二
〇
一
六
）

　
『
間
部
家
文
書
』（
鯖
江
市　

一
九
八
二
）

　
『
勝
山
市
史
資
料
編
四
』（
二
〇
〇
〇
）

　
『
尾
西
市
史
資
料
編
一
』（
一
九
八
四
）

◆
引
用
史
料

　

間
部
家
文
書　

鯖
江
市
ま
な
べ
の
館
蔵
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新指定文化財 　2025 年 2 月 20 日に開催された一宮市文化財保護審議会の答申
を受けて、新たに２件の文化財が一宮市指定文化財になりました。

木
造
十
一
面
観
音
立
像
　
萩
原
町
萩
原
・
宝
光
寺
蔵
　

市
指
定
有
形
文
化
財
（
彫
刻
）

　

萩
原
町
萩
原
の
荒
古
山
常
明
院
宝
光

寺
は
、
真
言
宗
豊
山
派
の
寺
院
で
本
町

通
・
地
蔵
寺
の
末
寺
で
す
。
寺
伝
に
よ

れ
ば
、
澄
栄
上
人
を
開
山
と
し
、
初

め
禅
宗
で
現
在
地
よ
り
約
２
丁
（
約

２
１
８
ｍ
）
東
の
寺
屋
敷
と
い
う
地
に

あ
り
、
16
棟
の
伽が

藍ら
ん

坊ぼ
う

舎し
ゃ

が
立
ち
並
ぶ
、

壮
観
な
大
寺
院
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

中
興
の
良
慧
法
印
（
室
町
時
代
・
永
禄

年
中
〈
１
５
５
８
～
１
５
７
０
〉
の
人
）

の
時
、
織
田
信
長
の
寄
進
を
受
け
、
真

言
密
教
の
道
場
と
し
て
再
建
さ
れ
て
、

西
之
川
村
荒
子
に
移
転
し
、
さ
ら
に
第
四
世
法
印
慶
誉

が
同
村
稲
荷
神
社
に
願
済
の
上
、
現
在
地
に
移
転
し
た

と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

新
指
定
と
な
っ
た
仏
像
は
、
像
高
54
㎝
、
木
造
、

金き
ん
で
い泥
・
漆し
っ
ぱ
く箔
、
玉
眼
の
像
で
、
現
在
、
市
指
定
文
化
財

で
あ
る
本
尊
釈
迦
如
来
立
像
の
右
側
（
向
か
っ
て
左
側
）

に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
手
に
は
水す
い
び
ょ
う瓶を
持
ち
（
水

瓶
胴
部
は
欠
損
）、右
手
は
垂
下
し
与よ

願が
ん

印い
ん

を
取
り
ま
す
。

着
衣
部
分
の
截き
り
か
ね金
、
光
背
、
台
座
、
天て
ん

衣ね

垂
下
部
な
ど

の
後
補
、
頂
上
面
に
二
面
、
指
先
の
一
部
が
欠
失
す
る

も
の
の
、
全
体
と
し
て
良
好
な
保
存
状
態
に
あ
り
ま
す
。

顔
立
ち
が
端
正
で
、
体
躯
の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
、
鎌
倉

時
代
の
雰
囲
気
を
残
し
な
が
ら
も
、
頭
部
や
頭
髪
な
ど

に
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
特
徴
が
み
ら
れ
、
14

世
紀
後
半
か
ら
15
世
紀
前
半
頃
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
像
の
な
か
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
右
手
掌
中

の
釘
痕
で
す
。
元
々
一
般
的
な
十
一
面
観
音
像
に
錫
し
ゃ
く
じ
ょ
う杖

を
持
た
せ
、
真
言
宗
豊ぶ

山ざ
ん

派は

の
本
山
で
あ
る
長
谷
寺
の

本
尊
で
、
錫
杖
を
持
つ
十
一
面
観
音
菩
薩
像
、
い
わ
ゆ

る
長
谷
寺
式
観
音
像
へ
像
容
を
変
更
し
た
痕
跡
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
も
し
豊
山
派
へ
の
改
宗
と
像
容
の
改

変
が
呼
応
す
る
な
ら
ば
、
本
像
は
萩
原
町
一
帯
に
豊
山

派
が
勢
力
を
拡
大
し
て
い
く
様
相
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
史
料
で
、
萩
原
町

の
歴
史
を
再
考
す
る
上
で
重

要
な
作
品
と
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。　
　
（
成
河 

端
子
）

◆
参
考
文
献

・�

小
野
佳
代
「
〔
調
査
報
告
〕
愛

知
県
一
宮
市
宝
光
寺
の
仏
像
調
査

―
地
蔵
菩
薩
立
像
と
十
一
面
観
音

立
像
―
」
東
海
学
園
大
学
研
究
紀

要
第
28
号
人
文
科
学
研
究
編
、

２
０
２
３
年
３
月
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真
清
田
神
社
奉
納
鏡
　
真
清
田
神
社
蔵
　

市
指
定
有
形
文
化
財
（
工
芸
）

　

尾
張
国
の
一
宮
と
し
て
知
ら
れ
、「
一
宮
市
」
と
い
う

市
名
の
由
来
と
も
な
っ
た
真
清
田
神
社
で
古
く
か
ら
守

り
伝
え
ら
れ
て
き
た
鏡
群
で
あ
る
「
真
清
田
神
社
奉
納

鏡
」
が
、
新
た
に
一
宮
市
有
形
文
化
財
（
工
芸
）
に
指

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
新
指
定
を
受

け
て
一
宮
市
有
形
文
化
財
（
工
芸
）
の
指
定
件
数
は
、

43
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
指
定
さ
れ
る
奉
納
鏡
は
全
76
面
で
、
平
安
時

代
後
期
が
１
面
（
図
１
）、
南
北
朝
時
代
～
室
町
時
代
中

期
７
面
、
室
町
時
代
後
期
～
安
土
桃
山
時
代
11
面
、
江

戸
時
代
56
面
、
大
正
時
代
１
面
で
す
。

　

一
宮
市
博
物
館
で
は
、
一
宮
市
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
指
導
の
下
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
か
ら

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
ま
で
写
真
撮
影
・
計
測
・
銘

文
確
認
な
ど
、
計
11
回
の
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

奉
納
鏡
群
に
は
、
銘
文
の
あ
る
鏡
が
多
く
含
ま
れ
て

お
り
、
奉
納
年
の
記
さ
れ
た
も
の
や
神
職
関
係
者
や
鏡

師
の
名
が
刻
ま
れ
た
も
の
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
鏡
背
面
に
籠
字
で
「
真
清
田
」
と
刻
字
さ
れ
、

２
個
の
懸
垂
鈕
が
加
え
ら
れ
た
素
文
懸
鏡
（
図
２
）
が

12
面
奉
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
り
、
こ
れ

ら
は
江
戸
時
代
に
特
注
で
制
作
さ
れ
た
神
前
用
具
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
火
災
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
被
熱

の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
も
の
（
図
３
）
が
多
数
含
ま
れ

る
な
ど
、
真
清
田
神
社
の
災
害
と
復
興
の
歴
史
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て
も
評
価
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
の
本
殿
再
建
の
際

に
殿
跡
か
ら
出
土
し
た
「
真
清
田
神
社
本
殿
出
土
鎮
物
」

（
一
宮
市
有
形
文
化
財
〈
考
古
資
料
〉・
１
９
７
３
〈
昭

和
48
〉
年
８
月
７
日
指
定
）
の
中
に
も
５
面
の
鏡
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　

   　
　
（
吉
田 

茉
由
）

◆
参
考
文
献

・�

「
一
宮
市
文
化
財
調
査
報
告
Ⅰ　

真
清
田
神
社
奉
納
鏡
調
査
報
告

書
」
一
宮
市
博
物
館
、
２
０
２
５
（
３
月
末
刊
行
予
定
）

（図1）平安時代後期のもの

（図3）被熱痕のあるもの （図2）鏡背に「真清田」の籠字
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文化財保護 　一宮市では一宮市文化財保護条例に基づき文化財の保護活動をしてい
ます。ここでは、今年度に一宮市文化財保護事業補助金や国庫補助金等
を受けて保存修理された文化財を紹介します。

木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
　
花
池
・
薬
師
寺
蔵
　

市
指
定
有
形
文
化
財
（
彫
刻
）　
１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
指
定

　

ヒ
ノ
キ
の
割わ
り

矧は

ぎ
造
り
で
、
平
安
時

代
後
期
（
12
世
紀
）
の
作
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

令
和
５
・
６
年
度
の
２
か
年
事
業
と
し

て
、
修
復
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
修
復
で

は
、
一
旦
解
体
し
て
、
後
世
の
補
修
に
よ

る
漆
う
る
し

層
や
塗
装
（
練
り
物
）
を
す
べ
て
除

去
し
、
本
来
の
顔
立
ち
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　

後
補
材
で
あ
っ
た
両
足
ほ
ぞ
や
欠
け
て

い
た
左
耳じ

だ朶
は
、
新
し
く
補
い
ま
し
た
。

後
世
の
補
修
で
誤
っ
た
向
き
に
取
り
付
け
ら

れ
て
い
た
両
手
首
を
適
切
な
向
き
に
接
合
し

直
し
、
宝ほ
う
し
ゅ珠
・
錫
し
ゃ
く
じ
ょ
う
杖
は
新
し
く
作
成
し
ま
し

た
。
各
部
材
は
麦
漆
・
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
で
接

着
し
、
矧
目
の
形
状
は
木こ

屎く
そ

漆
・
錆さ
び

漆
を
用

い
て
整
え
、
目
立
つ
虫
蝕
痕
は
埋
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

合
わ
せ
て
、
台
座
も
解
体
・
再
接
合
し
、

各
段
は
取
り
外
し
式
と
し
て
、
丸
釘
・
竹
釘

で
組
み
直
し
ま
し
た
。　
　
　
（
成
河 

端
子
）

◆
参
考
文
献

・�

愛
知
仏
像
修
復
工
房
・
横
川

耕
介
「
愛
知
県
一
宮
市
薬
師

寺
一
宮
市
指
定
文
化
財
木
造

地
蔵
菩
薩
立
像
１
躯
修
理
報

告
書
」
２
０
２
４

・�

小
野
佳
代
「
薬
師
寺
・
地
蔵

菩
薩
立
像　

調
査
報
告
」
調

査
年
月
日
２
０
２
０
年
９
月

17
日

修復後

修復後 修復前

修復前
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黒
岩
祇
園
祭
　
山
車
修
復

　

一
宮
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
黒
岩
祇
園
祭
」

（
２
０
１
６
年
３
月
指
定
）
で
使
用
す
る
山
車
の
修
理
を

黒
岩
祇
園
祭
保
存
会
が
行
い
ま
し
た
。

　

黒
岩
祇
園
祭
は
、
浅
井
町
黒
岩
の
石
刀
神
社
で
行
わ

れ
る
祭
礼
で
、
宝
暦
治
水
の
犠
牲
者
の
霊
を
慰
め
る
た

め
に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
従
来
は
旧
暦
６

月
15
日
に
祭
礼
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
８

月
の
第
１
土
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。
祭
り
で
は
山
車

の
神
木
に
１
年
の
月
の
数
で
あ
る
12
個
の
提
灯
を
付
け
、

そ
の
下
に
日
の
数
を
表
す
３
６
５
個
の
提
灯
や
、
雨
乞

い
提
灯
を
付
け
て
、
お
囃
子
と
と
も
に
曳
き
廻
し
ま
す
。

最
後
に
は
、「
疫
病
封
じ
」
を
願
い
、
ム
ギ
ワ
ラ
で
作
っ

た
オ
ク
リ
ブ
ネ
に
提
灯
を
付
け
、
川
に
流
し
ま
す
。

　

今
回
修
理
を
行
っ
た
の
は
、
ハ
チ
ノ
ス
と
２
の
山
・

３
の
山
の
床
板
で
す
。
文
化
庁
の
「
文
化
芸
術
振
興
費

補
助
金
」
を
申
請
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

【
ハ
チ
ノ
ス
の
修
理
】

　

ハ
チ
ノ
ス
は
提
灯
を
取
り
付
け
た
竹
竿
を
差
し
込
む

部
分
で
、
六
つ
目
籠
の
中
に
ム
ギ
ワ
ラ
が
詰
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
六
つ
目
籠
が
経
年
劣
化
に
よ
り
損
傷
が

激
し
か
っ
た
た
め
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ワ
ー

ク
協
会 

竹
部
会
の
鬼
頭
伸
一
氏
に
従
来
の
意
匠
を
踏
襲

し
て
、
新
し
く
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
７
月
14

日
に
籠
の
設
置
を
行
い
、
中
に
詰
め
る
ム
ギ
ワ
ラ
も
入

れ
替
え
ま
し
た
。
元
々
の
六
つ
目
籠
は
保
存
し
ま
し
た
。

【
床
板
の
修
理
】

　

２
の
山
は
祭
礼
時
に
お
囃
子
を
演
奏
す
る
場
所
、
３

の
山
は
祭
礼
時
に
提
灯
の
飾
り
付
け
を
行
う
場
所
で
す
。

２
の
山
・
３
の
山
の
床
板
が
劣
化
し
て
板
材
が
傷
み
、

強
度
不
足
の
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
従
来
の
仕
様
を
引

き
継
い
で
７
月
９
日
に
桧
材
で
床
板
を
張
替
え
ま
し
た
。

元
の
床
板
は
保
存
し
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
（
土
）
の
祭
礼
当
日
に
は
、
修
理
さ
れ
た

山
車
に
乗
り
込
ん
だ
奏
者
が
お
囃
子
を
演
奏
す
る
様
子

や
、
ハ
チ
ノ
ス
に
た
く
さ
ん
の
提
灯
が
飾
り
付
け
ら
れ

た
光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
宮
市
内
に
は
、
黒
岩
祇
園
祭
以
外
に
も
た
く
さ
ん

の
民
俗
芸
能
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
具
な
ど
の
修

理
の
問
題
に
加
え
、
後
継
者
不
足
な
ど
今
後
直
面
す
る

で
あ
ろ
う
課
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
宮
市
と
し
て
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
地
域
の
祭
り
な
ど
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
一
宮
市
で
古
く
か
ら
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て

き
た
貴
重
な
民
俗
芸
能
が
今
後
も
継
承
さ
れ
て
い
く
よ

う
に
お
力
添
え
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
吉
田 

茉
由
）

山車全体

六つ目籠（修理前） 六つ目籠（修理後）

ハチノス（修理後）

床板（修理前・2の山）

床板（修理前・3の山）

床板（修理後・2の山）

床板（修理後・3の山）



10

　

２
０
２
４
年
４
月
～
２
０
２
５
年
３
月

に
は
、
５
つ
の
企
画
展
、
５
つ
の
特
集
展

示
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

博
物
館
の
１
年
間
を
写
真
と
と
も
に
振

り
返
り
ま
す
。

　

木
曽
川
町
に
住
み
、
川
合
玉
堂
を
敬
慕

し
た
画
家
・
喜
多
村
麦
子
の
作
品
を
紹
介

し
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
（
成
河  

端
子
）

　

生
活
道
具
や
出
版
物
な
ど
を
通
し
て
、

主
に
太
平
洋
戦
争
の
状
況
下
で
の
人
々
の

生
活
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
現

代
美
術
作
家
・
小
島
久
弥
氏
に
よ
る
ア
ー

ト
作
品
の
展
示
、
戦
争
体
験
者
の
浅
野
美

和
子
氏
の
講
演
会
も
行
い
ま
し
た
。

（
吉
川 

ひ
と
み
）

　

開
催
中
に
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
い
ち
は

く
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
配
布
、「
伊
勢
型
紙
」

や
「
藍
染
め
」、
小
島
久
弥
氏
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
博
物
館
・
美

術
館
・
資
料
館
を
回
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

達
成
者
に
は
「
せ
っ
ち
ゃ
ん
サ
コ
ッ
シ
ュ
」

を
贈
呈
し
ま
し
た
。　
　
　
（
成
河 

端
子
）

博
物
館
ア
ル
バ
ム

所
蔵
品
に
よ
る
企
画
展

「
川
合
玉
堂
と
喜
多
村
麦
子
」

４
月
20
日（
土
）～
５
月
26
日（
日
）

企
画
展
「
戦
時
下
の
一
宮
」

７
月
13
日（
土
）～
８
月
18
日（
日
）

博
物
館
で
夏
祭
り
！

７
月
13
日（
土
）～
９
月
１
日（
日
）

特
集
展
示

墨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

宮
中
の
装
い

４
月
16
日（
火
）～
６
月
30
日（
日
）

瀬
戸
の
陶
工　

鈴
木
八
郎

７
月
２
日（
火
）～
９
月
29
日（
日
）

没
後
60
年

　

漢
詩
人　

服
部
擔
風
と
そ
の
周
辺

10
月
５
日（
土
）～
12
月
１
日（
日
）

５月４日（土・祝）学芸員による展示解説

７月20日（土）講演会

９月７日（土）（台風により順延）「藍抜染」

展示の様子

８月17日（土）「伊勢型紙」
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第
82
回
市
美
術
展
市
長
賞
受
賞
作
品
を

含
む
69
点
を
展
示
し
ま
し
た
。
新
し
く
作

家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し

ま
し
た
。
作
品
へ
の
思
い
な
ど
普
段
聞
く

こ
と
が
で
き
な
い
話
に
参
加
者
全
員
興
味

深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。（
吉
川 

ひ
と
み
）

　

一
宮
市
に
あ
る
３
２
５
件
（
開
催
時
）

の
指
定
・
登
録
文
化
財
の
中
か
ら
い
く
つ

か
を
、
記
念
物
・
建
造
物
・
史
跡
・
考
古

資
料
・
美
術
工
芸
品
・
民
俗
資
料
と
い
っ

た
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
展
示
し
ま
し
た
。
現

代
美
術
作
家
・
水
谷
一
子
氏
の
ア
ー
ト
作

品
も
展
示
し
ま
し
た
。　
　
（
成
河 
端
子
）

　

衣
食
住
に
か
か
わ
る
道
具
を
通
し
て
、今

と
の
暮
ら
し
の
ち
が
い
や
道
具
に
お
け
る

人
々
の
知
恵
や
工
夫
を
紹
介
し
ま
し
た
。主

に
社
会
科
の
授
業
で
道
具
と
く
ら
し
の
移

り
変
わ
り
を
学
習
す
る
子
ど
も
た
ち
に
も
、

理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
度
も
市
内
42
小
学
校
の
小

学
３
年
生
を
対
象
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
見
学
と

直
接
見
学
を
行
い
ま
し
た
。（

吉
川 

ひ
と
み
）

企
画
展
「
い
ち
の
み
や

ア
ー
ト
ア
ニ
ュ
ア
ル
２
０
２
４
」

12
月
７
日（
土
）～
12
月
22
日（
日
）

企
画
展
「
い
ち
の
み
や
の
文
化
財
」

10
月
５
日（
土
）～
11
月
17
日（
日
）

　

大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
多
く
描
か

れ
た
吉
田
初
三
郎
の
鳥
瞰
図
を
中
心
に

12
点
展
示
。
鉄
道
や
バ
ス
路
線
が
必
ず

描
か
れ
る
初
三
郎
鳥
瞰
図
の
特
徴
や
現

在
の
観
光
地
と
昭
和
初
期
の
観
光
地
が

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変
わ
ら
な
い
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。　
　
　
（
宮
川 

充
史
）

鳥
瞰
図 

描
か
れ
た
観
光
地

12
月
３
日（
火
）～
２
月
２
日（
日
）

　

佐
分
慎
一
郎
が
世
界
一
周
旅
行
の
途

上
で
家
族
に
送
っ
た
絵
は
が
き
な
ど
を

紹
介
し
ま
し
た
。　
　
　
（
成
河 

端
子
）

尾
張
の
洋
画

　

佐
分
慎
一
郎
と
佐
分
眞
の
洋
行
体
験

２
月
４
日（
火
）～
４
月
13
日（
日
）

企
画
展
「
く
ら
し
の
道
具
」

１
月
18
日（
土
）～
３
月
９
日（
日
）

10月19日（土）学芸員による展示解説

12月22日（日）一宮美術作家協会

展示の様子

12月７日（土）一宮書道協会

展示の様子
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今
年
度
は
、「
文
化
財
と
災
害
」
に
つ

い
て
実
例
を
踏
ま
え
、
美
濃
加
茂
市
民

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
・
岐
阜
県
博
物
館
協

会
会
長
の
可
児
光
生
氏
、
国
立
民
族
学
博

物
館
学
術
資
源
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
教
授

の
日
髙
真
吾
氏
、
文
化
庁
文
化
財
調
査
官

（
建
造
物
）
の
西
岡
聡
氏
の
３
名
に
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
（
中
尾 

真
琴
）

　
「
忍
者
修
行
～
忍
者
の
暗
号
を
使
っ
て

み
よ
う
～
」、「
君
も
今
日
か
ら
考
古
学

者
！
～
マ
コ
と
始
め
る
考
古
学
～
」、「
魚

を
描
く
～
淡
水
魚
の
魅
力
を
発
見
し
よ
う

～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。　
（
中
尾 

真
琴
）

　

今
年
度
は
博
物
館
の
資
料
整
理
を
体
験

す
る
ほ
か
、尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
の
た
び

ぞ
う
ク
ラ
ブ
と
合
同
で「
一
宮
を
知
ろ
う
！
」

と
い
う
講
座
を
開
催
し
、三
岸
節
子
記
念

美
術
館
と
ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館
を
訪

問
し
ま
し
た
。　　
　
　
　

  （
瀧 

は
る
香
）

　

５
月
か
ら
２
月
ま
で
第
２
土
曜
日
を
原

則
に
10
回
行
い
ま
し
た
。
本
年
よ
り
、
コ

ロ
ナ
禍
前
に
行
っ
て
い
た
グ
ル
ー
プ
学
習

を
復
活
さ
せ
、
受
講
生
31
名
を
６
班
に
分

け
ま
し
た
。
元
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

の
小
川
一
朗
氏
を
講
師
に
、
テ
キ
ス
ト
は

博
物
館
所
蔵
の
中
島
郡
河
田
方
村
の
庄
屋

文
書
を
用
い
て
、
領
主
で
あ
る
尾
張
藩
の

村
へ
の
細
か
な
支
配
策
と
支
配
を
受
け
る

村
人
た
ち
の
対
応
を
古
文
書
か
ら
読
み
解

き
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
内
で
の
活
発
に
議

論
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。（

宮
川 

充
史
）

尾
張
平
野
を
語
る
28

　
　

 　

11
月
４
日（
月
・
振
）・　

10
日（
日
）・
17
日（
日
）

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ラ
ボ

１
月
12
日（
日
）・
２
月
23
日（
日
）・　

３
月
16
日（
日
）

博
物
館
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

古
文
書
講
座

11月17日（日）講演会

１月12日（日）「忍者修行～忍者の暗号を使ってみよう～」

11月24日（日）資料整理お手伝い（歴史） ９月29日（日）資料整理お手伝い（考古）

古文書講座の様子
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伝
統
芸
能
の
保
存
継
承
の
た
め
、
市
内

で
活
動
を
続
け
て
い
る
保
存
団
体
に
よ
る

公
演
を
開
催
し
、
約
81
名
の
方
に
観
覧
い

た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　

  （
吉
田 

茉
由
）

宮
後
住
吉
踊
：
豊
年
、
深
川
、
か
っ
ぽ
れ
、

　
　
　
　
　
　

す
が
わ
き
、
お
ん
ど

島
文
楽
：
「
壺
坂
観
音
霊
験
記
」

　

今
年
度
は
「
木
曽
川
町
黒
田
地
区
の
文

化
財
を
巡
る
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し

た
。
16
名
の
参
加
者
と
と
も
に
、
木
曽
川

資
料
館
か
ら
Ｊ
Ｒ
木
曽
川
駅
ま
で
約
３
㎞

を
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
や
学
芸
員
の

解
説
を
聞
き
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

（
瀧 

は
る
香
）

【
見
学
コ
ー
ス
】

木
曽
川
資
料
館
→
宝
光
寺
→
黒
田
城
跡
→

法
蓮
寺
→
籠
守
勝
手
神
社
→
Ｊ
Ｒ
木
曽
川

駅

　

２
０
２
５
年
１
月
30
日
（
木
）
午
前
10

時
か
ら
大
和
町
妙
興
寺
に
あ
る
妙
興
寺
の

境
内
に
て
防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
消
防
車
に
よ
る
放
水
は
実
施
せ

ず
、
実
際
の
火
災
を
想
定
し
た
具
体
的
な

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
19
日
に
は
、
今
伊
勢
地
区
に
あ
る

石
刀
神
社
、
酒
見
神
社
、
無
量
寺
に
て
文

化
財
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し

た
。
消
防
本
部
の
職
員
と
と
も
に
、
文
化

財
管
理
状
況
や
消
防
設
備
の
点
検
等
を
行

い
ま
し
た
。　
　
　
　

      （
中
尾 

真
琴
）

　

学
生
７
名
が
参
加
し
、８
月
６
日（
火
）

～
10
日（
土
）の
５
日
間
で
実
施
し
ま
し
た
。

一
宮
市
博
物
館
の
概
要
や
資
料
の
取
り
扱

い
な
ど
を
学
ん
だ
後
、展
示
ホ
ー
ル
の
展
示

を
自
分
た
ち
で
企
画
し
、実
際
に
展
示
ま
で

行
い
ま
し
た
。　　
　
　
　

  （
瀧 

は
る
香
）

　

11
月
21
日（
木
）に
萩
原
中
学
校
よ
り

２
名（
２
年
生
）を
受
け
入
れ
ま
し
た
。受

付
補
助
や
展
示
作
業
補
助
等
を
行
い
ま
し

た
。学
芸
員
の
仕
事
を
通
じ
て
、社
会
に
お

け
る
仕
事
や
職
業
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
指
導
を
心
掛
け
ま
し
た
。

 （
宮
川 

充
史
）

文
化
財
防
火
デ
ー
関
連
行
事

博
物
館
実
習

中
学
生
職
場
体
験

市指定無形文化財「島文楽」 市指定無形文化財「宮後住吉踊」

国登録有形文化財（建造物）「木曽川資料館主屋」

防火訓練の様子

自分たちで企画した展示の前で

市
民
文
化
財
め
ぐ
り

11
月
７
日（
木
）

民
俗
芸
能
公
演

11
月
16
日（
土
）
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こ
れ
か
ら
の
展
覧
会

　

今
回
の
企
画
展
は
、
昨
年
の
博
物
館
だ
よ
り
に
投
稿
し
た
資
料
紹
介
を

き
っ
か
け
に
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
一
宮
市
で
は
愛
知

県
下
で
比
較
し
て
も
、
多
量
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

「
墨
書
土
器
」
と
は
、
土
器
に
墨
で
書
い
た
文
字
や
記
号
が
残
っ
て
い
る

も
の
を
指
し
ま
す
。
時
に
は
、
顔
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
市

内
の
資
料
に
は
、
顔
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
何

か
し
ら
の
文
字
や
記
号
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
資
料
を
通
し
て
、
一
宮
市
域
の
特
徴
や
傾
向
を
紹
介
し
ま

す
。
展
示
で
は
、
市
内
に
は
墨
書
土

器
と
い
う
考
古
遺
物
が
多
く
あ
る
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
最
終
的
に
は
当

時
の
人
が
文
字
や
記
号
を
ど
う
扱
っ

て
い
た
の
か
を
考
え
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

（
中
尾　

真
琴
）

　

な
か
な
か
展
示
す
る
機
会
の
少
な
い
、
当
館
の
近
世
・
近
代
絵
画
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
メ
イ
ン
に
企
画
し
た
展
覧
会
で
す
。「
川
合
玉
堂　

風
景
の
理
想
郷
」

で
は
、
新
収
蔵
品
８
点
を
初
展
示
し
ま
す
。「
牧
進　

美
の
伝
道
者
」
で
は
、

２
０
２
３
年
に
文
化
功
労
者
に
選
出
さ
れ
た
牧
進
氏
の
作
品
４
点
を
公
開
し

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、「
洋
行
画
家
た
ち　

佐
分
眞
・
伊
藤
簾
・
荻
須
高
徳
」「
ゆ

る
か
わ
日
本
美
術
」「
墨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

陣
羽
織
」「
加
藤
金
一
郎
と
丹
羽

和
子　

風
景
と
抽
象
」
と
題
し
て
、
約
30
点
を
展
観
し
ま
す
。  （
成
河 

端
子
）

企画展

企画展

川
合
玉
堂
か
ら
牧
進
ま
で　

近
世
・
近
代
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

モ
ノ
に
残
っ
た
文
字
・
記
号ー

墨
書
土
器
ー

４
月
５
日（
土
）～
６
月
８
日（
日
）

６
月
14
日（
土
）～
８
月
17
日（
日
）

　

２
０
２
５
年
度
に
開
催
す
る
、

主
な
展
覧
会
の
企
画
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

墨書土器　門間沼遺跡出土　館蔵

佐分眞《ブルターニュの女たち》　館蔵

牧進《八重霞》　館蔵
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岐
阜
街
道
は
美
濃
路
の
四
谷
追
分
（
稲
沢
市
井
之
口
）
か
ら
分
か
れ
、
一

宮
、
笠
松
を
通
り
、
中
山
道
加
納
宿
、
岐
阜
に
到
達
す
る
街
道
で
す
。
尾
張

徳
川
家
か
ら
将
軍
家
に
献
上
さ
れ
る
鮎
鮨
が
通
行
し
た
こ
と
か
ら
、
最
近
で

は
、
「
御
鮨
街
道
」
や
「
鮎
鮨
街
道
」
と
も
称
さ
れ
、
こ
ち
ら
の
呼
称
が
有

名
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
の
文
献
や
絵
図
に
は
「
岐
阜
街
道
」
や

「
名
古
屋
街
道
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

岐
阜
街
道
は
、
鮎
鮨
だ
け
が
通
行
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
岐
阜
街
道

は
美
濃
と
尾
張
を
結
ぶ
と
い
う
点
で
は
、
美
濃
路
と
同
じ
機
能
を
持
っ
て
い

ま
す
。
現
在
の
一
宮
本
町
附
近
（
旧
一
宮
村
）
に
は
、
岐
阜
街
道
の
宿
場
が

あ
り
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
資
料
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
の
展
示
で

は
、
数
少
な
い
一
宮
市
域
に
残
る
資
料
、
岐
阜
や
笠
松
の
資
料
の
展
示
を
通

じ
て
、
岐
阜
街
道
か
ら
江
戸
・
徳
川
の
時
代
・
社
会
を
描
き
ま
す
。

（
宮
川 
充
史
）

　

２
０
２
５
年
は
、
昭
和
元
年
（
１
９
２
６
）

か
ら
数
え
て
昭
和
１
０
０
年
目
に
あ
た
り
ま

す
。
昭
和
時
代
は
、
初
頭
に
花
開
い
た
昭

和
モ
ダ
ン
と
呼
ば
れ
る
和
洋
折
衷
の
近
代
文

化
、
戦
争
か
ら
の
復
興
、
昭
和
30
年
か
ら
40

年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
と
生
活
は
よ
り
一

層
便
利
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
「
三
種
の
神
器
」
と
呼
ば
れ
る

「
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
白
黒
テ
レ
ビ
」
の
３

種
類
の
電
化
製
品
の
登
場
は
、
そ
れ
ま
で
の

人
々
の
生
活
様
式
や
文
化
を
大
き
く
変
え
ま

し
た
。
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
日
本

万
国
博
覧
会
の
開
催
、
新
幹
線
東
京
・
大
阪

間
の
開
通
な
ど
様
々
な
出
来
事
も
あ
り
ま
し

た
。

　

本
展
で
は
、
そ
の
よ
う
な
昭
和
時
代
に
つ

い
て
、
主
な
出
来
事
と
と
も
に
電
化
製
品
な

ど
の
生
活
道
具
を
は
じ
め
、
出
版
物
な
ど
の

実
物
資
料
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。
昭
和
を

知
る
世
代
に
は
懐
か
し
く
、
知
ら
な
い
世
代

に
は
新
鮮
に
、
世
代
を
越
え
て
楽
し
め
る
展

覧
会
で
す
。　
　
　
　
　

  　

 （
吉
川 

ひ
と
み
）

特別展

企画展

岐
阜
街
道

昭
和
１
０
０
年
モ
ノ
語
り

10
月
18
日（
土
）～
11
月
24
日（
月
・
振
休
）

２
０
２
６
年
１
月
10
日（
土
）～
３
月
８
日（
日
）

長良川鮎鮨図（部分、岐阜市歴史博物館蔵）

笠松問屋場跡

昭和時代の台所
日本万国博覧会(1970)
パンフレット

東京オリンピック(1964)
ソノシート

ともに館蔵
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愛
知
県
民
俗
芸
能
大
会
は
県
内
に
伝
承
さ
れ
て

い
る
民
俗
芸
能
を
公
開
し
、
そ
の
鑑
賞
を
通
し
て

民
俗
芸
能
を
は
じ
め
と
し
た
伝
統
文
化
に
対
す
る

理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
い
、
無
形
民
俗
文
化

財
等
の
保
存
・
伝
承
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
愛

知
県
が
主
導
し
１
９
７
８
（
昭
和
48
）
年
度
か
ら

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
度
は
一
宮
市
で
開
催
す
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。
一
宮
市
で
開
催
す
る
の
は
、

２
０
０
６
年
度
に
開
催
し
て
以
来
、
約
20
年
ぶ
り

と
な
り
ま
す
。

　

参
加
団
体
は
、
ま
だ
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

愛
知
県
内
の
民
俗
芸
能
を
一
宮
市
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
大
変
貴
重
な
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

      （
吉
田 

茉
由
）

　

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
12
月
17
日
、
衆
議
院

議
員
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
女
性
も
選
挙
権
を
獲

得
し
、
男
女
普
通
選
挙
が
実
現
し
ま
し
た
。
女
性

参
政
権
獲
得
の
た
め
に
尽
力
し
た
の
が
、
市
川
房

枝
で
す
。
１
８
９
３
（
明
治
26
）
年
に
愛
知
県
中

島
郡
明
地
村
で
生
ま
れ
、
教
員
や
新
聞
記
者
を
経

た
後
、
上
京
し
労
働
問
題
や
女
性
参
政
権
運
動
で

活
躍
し
ま
し
た
。
戦
後
は
、
参
議
院
議
員
と
し
て

女
性
の
地
位
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
は
、
女
性
参
政
権
80
年
だ
け
で
な

く
、
男
性
普
通
選
挙
が
実
現
し
て
１
０
０
年
の
節

目
で
も
あ
り
、
一
宮
市
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
で

特
別
展
「
市
川
房
枝
～
権
利
の
上
に
眠
る
な
～
」

を
開
催
し
、
２
０
２
６
年
１
月
25
日
（
日
）
に

は
、
一
宮
市
尾
西
市
民
会
館
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

  （
宮
川 

充
史
）

愛
知
県
民
俗
芸
能
大
会

市
川
房
枝
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

【開催日】
　2025 年 10 月 12 日（日）
　午後 1 時開演

【会　場】
　一宮市尾西市民会館

【入場料】
　無料

【主　催】
　愛知県、一宮市

市川房枝(1893-1981)
出典：国立国会図書館

「近代日本人の肖像」
 (https://www.ndl.go.jp/portrait/)

下記の催し物の会場は、一宮市博物館ではありません。


